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導入し、ZnS：Mn 発光層を生成すると組成が大きく変わり、発光層中のZn は金属Zn 及びZnS、ZnOの形で存在
していることを述べた。 
第８章ではZnS:Mn 薄膜EL 素子の発光中心に対するスパッタ雰囲気中H2 ガスの影響について検討した。H2
の分圧が増加するとシングルMn2+ が増加し、EL素子の輝度が高くなるが、さらにH2 の分圧が高くなるとシン















N2 分圧が増加すると発光中心Mn2+ は凝集しそれからのシグナルが減少することを明らかにした。N2 ガスを導
入すると発光層の結晶性が改善される分圧があるにもかかわらずＥＬ素子の発光特性が単調に悪くなることか
ら、発光特性は膜の結晶性よりも発光中心Mn2+ の状態により強く依存することを明らかにした。 




さらに、ZnS:Mn 発光層におよぼすスパッタ雰囲気中H2 ガスの影響について検討した。適当な量のH2 ガスの
添加により膜質が改善され、シングルMn2+ が増加してＥＬ輝度が大きくできることを示した。また、H2 分圧
を大きくしすぎるとシングルMn2+ の減少とZnS 母体の結晶性の悪化によりＥＬ発光は急激に減少することを
明らかにした。 
以上の研究成果は、スパッタを用いたZnS:Mn薄膜ＥＬディスプレイの性能向上に有用な指針を与え、デバイ
ス工学の発展に寄与するところが大きい。よって、本論文の著者は、博士（工学）の学位を授与される資格が
あるものと認める。 
